
 

 まずは、子どものたん

じょう。きほんてきに、

日本と同じく病院でうみ

ますが、うんだ次の日に

は家に帰ってきます。だ

から、生まれてすぐの赤

ちゃんが見られるんです

よね。赤ちゃんのために

はよくないのかもしれま

せんが・・・。 
ニカラグアでは子どもが

たくさん。３人きょうだ

いなんて当たり前。１０

人以上の子どもがいる家

族もたくさんあります。

だから、親が見られない

分、きょうだいでめんど

うをみあうんですよね。 

 子どものたんじょう日には「ピニャー

タ」とよばれる人形がよういされます。こ

の中にはたくさんのおかしが入っていて、

これを写真のようにぼうでじゅんばんに

たたいていきます。（ざんこくだ！！とは

思わずに。）こわれるとたくさんのおかし

がおちて、わあーっと取り合いになりま

す。その後はあまったるーいケーキを食べ

て、プレゼントをあげておわりです。ここ

でも、たんじょう日はとくべつですね。 

 キリスト教の国なの

で、おそう式のやり方が

ちがいます。おどろいた

ことはなくなった身体を

そのままひつぎにいれる

ところ。ニカラグアにも

１年に１度、なくなった

人の日があり、その日に

家族がおはかをおとずれ

ます。 


